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ファルモ社の紹介（概要）

沿革
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eお薬手帳3.0
• 2023年7月3日よりサービス開始

https://www.nichiyaku.or.jp/e-okusuri3/



①電子版お薬手帳を通じた患者様への情報提供について
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どのような情報を提供しているか？
利用者がお薬手帳に登録した医薬品の詳細情報を表示

• 医療用医薬品
• 「くすりの適正使用協議会」様（くすりのしおり）から
ご提供頂いた医薬品情報を元に患者向け情報として表示

• OTC医薬品
• 「セルフメディケーション・データベースセンター」様から
ご提供頂いた医薬品情報を元に患者向け情報として表示



© PHARUMO, Inc. All Rights Reserved. 6

医療用医薬品の情報表示
「くすりのしおり」の情報を元に表示→薬剤情報提供書

• 製品情報
（製品名、メーカー、
主成分、剤形、シート
記載情報）

• このくすりの作用と効
果について

• 使用上の注意
• 用法・容量（使い方）
• 副作用
• 保管方法・その他
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OTC医薬品の情報表示

• 製品情報（製品名）
• 効能効果
• 用法容量
• 成分分量
• してはいけないこと
• 相談すること

「セルフメディケーション・データベースセンター」様の情報を元に表示
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どのような場面で利用するか

• 医薬品の用法・用量が分からなくなったとき
• OTC医薬品→処方薬のように飲み方が指示されていない為

• 医薬品服用時や保管時の注意事項を確認するとき
• 「薬剤情報提供書」を補完する情報として

• 服用期間の不調が服用医薬品に起因するか確認する時
• 体調がおかしいが、薬の副作用なんじゃないか？

患者自身の不安軽減や、治療や服薬への意識向上にはつながると考えるが、、

• 患者が勝手に判断するのは危険 →薬剤師・薬局へ相談するきっかけになれば
• 過度な情報によって不安を煽る可能性 →分かりやすく適度な表現が必要



②患者向医薬品ガイドの活用について、電子版お薬手帳
を通じた情報提供の可能性
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患者向医薬品ガイドが閲覧できるようになった場合に期待できること

お薬手帳上の医薬品情報の補完
吸入薬など分かりやすい説明や動画へのアクセス
（メーカー様が提供されている各種情報へのハブ）
より詳細な医薬品情報の提供

最新情報提供や注意喚起
（長期）服用中の患者へアラートするなど

• 過度な不安を煽らないようにする為には、薬局へ服用中患者のリマインドをする
べき？

新しい資材が出た場合に対象患者に周知する、など
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どのようにすれば電子版お薬手帳から
患者向医薬品ガイドを閲覧することが可能となるのか

情報の紐付けとなるキー情報について
「JAHIS電子版お薬手帳データフォーマット仕様書」記載のコード値で連携頂きたい

データ提供方式について
手帳アプリ側の情報と結合し事前に情報有無を判断する場合は、
（事前検索用の）カタログデータの事前提供を頂く必要がある

• 複数医薬品をまとめて検索するAPI等で代替も可能

利用ケース
• 服用薬剤を一覧表示する際に「情報あり」マークを付けるようなケース
• 服用薬剤を「情報あり」に絞り込んで表示するようなケース

手帳アプリ側のUIに合わせて情報を表示・加工可能とする場合は、
データを事前提供頂くか、情報参照できるAPIを提供頂く必要がある

データ提供形式について
ご提供頂けるデータの性質と連携方式に合わせて頂く

• PMDA様サイト上で情報表示：検索用のカタログ情報※をCSVやXML等のデータを定期的に連携頂く。
• 手帳アプリUI上で情報表示：カタログ情報、表示用情報含め、CSVやXML/HTML＋製品画像を頂く。

データの網羅性（PBなど）
※薬剤コード、患者向けガイドの有無、ガイドへアクセスするURL等を含めて頂く形を想定。
資材URLは「YJコードから関連情報へのリンクに関する技術的情報（事業者向け）」のように
資材を一意に特定可能な方法でも代替可能と考えます。

https://www.pmda.go.jp/files/000268393.pdf
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参考）医薬品を特定するコード

• 医療用医薬品
• レセプト電算コード、厚労省コード、YJコード、HOTコード

• OTC医薬品
• JANコード
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